
第13回 夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

アイデアあふれる力作ぞろい

テーマ（ポスト）部門

フリー部門

井上 諒
まさ

哉
なり

 さん
( 大坪小６年 )

フェンダーやエンブレムを付
け、トランクが開くように工
夫しました。木を真っ直ぐに
切ることが難しかったです。

優 秀 賞最優秀賞

吉富 優
ゆう

斗
と

 さん
( 二里小３年 )

『ネコのお城』

石垣と屋根瓦を細かく作って
実物感が出るようにしました。
屋根の飾りを猫の耳のように
したところがポイントです。

『スポーツカー』

江向 珠
しゅ

莉
り

 さん
( 大川内小２年 )

釘を真っ直ぐに打つところが
難しかったです。松ぼっくりな
どで壁を飾り付け、金具を使っ
て扉が開くようにしました。

優 秀 賞最優秀賞

梶山 未
み

空
く

 さん
( 大川内小５年 )

くまの耳などに桜の木を使っ
たところがポイントです。他
にもいろんな種類の木を使っ
て飾り付けを工夫しました。 『森のいえのポスト』

作品を前に受賞者・家族・審査員な

どみんなで記念撮影

『くまのポスト』

子どもたちに夏休みを利用して木に親しんでもらおうと『夏休みピノキオ
木工芸作品コンクール』を開催し、８月 31 日に市役所で表彰式がありま
した。テーマ部門とフリー部門に合わせて 70 作品の応募があり、表彰式
で塚部芳和市長は「大人では思いつかないような発想で作られた作品ばか
り」と感心していました。
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平成 29 年９月１日現在
● 人口　55,792 人　 （−     1）
　　男　26,859 人　 （−     8）
　　女　28,933 人　 （＋     7）
● 世帯　23,234 世帯（＋   16）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 35 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

　
編
集
作
業
の
息
抜
き
に
、『
中
洲

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
』に
行
き
ま
し
た
。
各
ス
テ
ー

ジ
で
の
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
路
上
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
無
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
楽
し
み
の
一
つ
。

今
年
も
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
面
白
か
っ

た
で
す
。
そ
の
中
に
、ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
一
本
で
た
く
さ
ん
の
聴
衆
を

沸
か
せ
て
い
る
お
じ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

見
た
目
は
さ
え
な
い
の
で
す
が
、
後
ろ

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
著
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
尻
目
に
、
魅
惑
的
な
歌
と

ギ
タ
ー
で
周
囲
の
目
を
惹ひ

き
付
け
ま
す
。

「
す
ご
い
！
」。
そ
の
日
が
誕
生
日
だ
と

言
う
そ
の
お
じ
さ
ん
、
観
客
か
ら
の
差

し
入
れ
の
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、「
み
ん
な

で
乾
杯
し
よ
う
か
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
き
ま
せ
ん
よ
う
に
！
」。

ほ
ん
と
に
ね
。
こ
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
よ
う
、
日
本
が

ず
っ
と
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
忠
）
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